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○
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
（
抄
）

（
船
舶
か
ら
の
廃
棄
物
の
排
出
の
禁
止
）

第
十
条

何
人
も
、
海
域
に
お
い
て
、
船
舶
か
ら
廃
棄
物
を
排
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
廃
棄
物
の
排
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

一

船
舶
の
安
全
を
確
保
し
、
又
は
人
命
を
救
助
す
る
た
め
の
廃
棄
物
の
排
出

二

船
舶
の
損
傷
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
原
因
に
よ
り
廃
棄
物
が
排
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
引
き
続
く
廃
棄
物
の
排
出
を
防
止
す
る
た
め
の
可
能
な
一
切
の
措
置
を
と

つ
た
と
き
の
当
該
廃
棄
物
の
排
出

２

前
項
本
文
の
規
定
は
、
船
舶
か
ら
の
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
廃
棄
物
の
排
出
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一

当
該
船
舶
内
に
あ
る
船
員
そ
の
他
の
者
の
日
常
生
活
に
伴
い
生
ず
る
ふ
ん
尿
若
し
く
は
汚
水
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
廃
棄
物
（
以
下
「
ふ
ん
尿
等
」
と
い
う
。
）
の

排
出
（
総
ト
ン
数
又
は
搭
載
人
員
の
規
模
が
政
令
で
定
め
る
総
ト
ン
数
又
は
搭
載
人
員
以
上
の
船
舶
か
ら
の
政
令
で
定
め
る
ふ
ん
尿
等
の
排
出
に
あ
つ
て
は
、
排
出
海

域
及
び
排
出
方
法
に
関
し
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
す
る
排
出
に
限
る
。
）

二
～
八

（
略
）

３

（
略
）

（
燃
料
油
の
使
用
等
）

第
十
九
条
の
二
十
一

何
人
も
、
海
域
に
お
い
て
、
船
舶
に
燃
料
油
を
使
用
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
海
域
ご
と
に
、
硫
黄
分
の
濃
度
そ
の
他
の
品
質
が
政
令
で
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
燃
料
油
（
以
下
「
基
準
適
合
燃
料
油
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

一

船
舶
の
安
全
を
確
保
し
、
又
は
人
命
を
救
助
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合

二

船
舶
の
損
傷
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
原
因
に
よ
り
基
準
適
合
燃
料
油
以
外
の
燃
料
油
を
使
用
し
た
場
合
に
お
い
て
、
引
き
続
く
当
該
燃
料
油
の
使
用
に
よ
る
硫
黄
酸

化
物
の
放
出
を
防
止
す
る
た
め
の
可
能
な
一
切
の
措
置
を
と
つ
た
と
き
。

２
～
６

（
略
）

（
経
過
措
置
）

第
五
十
四
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
命
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
命
令
で
、
そ
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断

さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
罰
則
を
含
む
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

（
船
内
の
日
常
生
活
に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
の
排
出
の
規
制
）

第
二
条

法
第
十
条
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
総
ト
ン
数
又
は
搭
載
人
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
総
ト
ン
数
又
は

最
大
搭
載
人
員
（
最
大
搭
載
人
員
の
定
め
の
な
い
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
搭
載
人
員
。
以
下
同
じ
。
）
と
す
る
。

一

国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶

四
百
ト
ン
又
は
十
六
人
（
南
極
海
域
に
あ
る
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
四
百
ト
ン
又
は
十
一
人
）

二

国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
船
舶

百
人
（
南
極
海
域
に
あ
る
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
十
一
人
）

第
三
条

法
第
十
条
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
ふ
ん
尿
等
は
、
別
表
第
二
上
欄
に
掲
げ
る
ふ
ん
尿
等
と
す
る
。

２

法
第
十
条
第
二
項
第
一
号
の
排
出
海
域
及
び
排
出
方
法
に
関
し
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
別
表
第
二
上
欄
に
掲
げ
る
船
舶
及
び
ふ
ん
尿
等
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
中
欄
及
び
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
用
に
供
す
る
潜
水
船
で
あ
つ
て
そ
の
構
造
上
当
該
船
舶
に
つ
い
て
同
項
の
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
て
国
土
交

通
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
か
ら
の
ふ
ん
尿
等
に
つ
い
て
は
、
海
面
下
に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
二
項
の
基
準
に
従
つ
て
す
る
排
出
は
、
で
き
る
限
り
、
海
岸
か
ら
離
れ
て
少
量
ず
つ
行
い
、
か
つ
、
当
該
ふ
ん
尿
等
が
速
や
か
に
海
中
に
お
い
て
拡
散
す
る
よ
う
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

（
略
）

（
燃
料
油
の
品
質
の
基
準
等
）

第
十
一
条
の
十

法
第
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
海
域
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
海
域
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

海
域

基
準

一

別
表
第
一
の
五
に
掲
げ
る
バ
ル
テ
ィ
ッ
ク
海
海
域
、
別
表
第
二
の
二
備

硫
黄
分
の
濃
度
が
質
量
百
分
率
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
無

考
第
六
号
に
規
定
す
る
北
海
海
域
並
び
に
別
表
第
五
に
掲
げ
る
北
米
海
域

機
酸
を
含
ま
な
い
こ
と
。

及
び
米
国
カ
リ
ブ
海
海
域

二

前
号
に
掲
げ
る
海
域
以
外
の
海
域

硫
黄
分
の
濃
度
が
質
量
百
分
率
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
無

機
酸
を
含
ま
な
い
こ
と
。

別
表
第
一
の
五
（
第
一
条
の
八
、
第
一
条
の
九
、
第
十
一
条
の
十
関
係
）

海
域
名

海
域
の
範
囲

（
略
）

（
略
）
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バ
ル
テ
ィ
ッ
ク
海
海
域

ボ
ス
ニ
ア
湾
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
及
び
ス
カ
ゲ
ラ
ッ
ク
海
峡
の
ス
カ
ウ
を
通
る
北
緯
五
十
七
度
四
十
四
・
八
分
の
緯
度
線
を
境
界

線
と
す
る
バ
ル
テ
ィ
ッ
ク
海
へ
の
入
口
の
海
域
を
含
む
バ
ル
テ
ィ
ッ
ク
海
の
海
域

（
略
）

（
略
）

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

一

南
極
海
域
及
び
北
極
海
域
以
外
に
お
け
る
排
出

船
舶
及
び
ふ
ん
尿
等
の
区
分

排
出
海
域
に
関
す
る
基
準

排
出
方
法
に
関
す
る
基
準

一

国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
（
総
ト
ン
数
四
百
ト
ン
以
上

全
て
の
国
の
領
海
の
基
線
か
ら
そ
の
外
側
十
二

イ

海
面
下
に
排
出
す
る
こ
と
。
た
だ

又
は
最
大
搭
載
人
員
十
六
人
以
上
の
も
の
に
限
る
。
次
号
及

海
里
の
線
を
超
え
る
海
域

し
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
排
出
率

び
第
二
号
の
表
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。

以
下
の
排
出
率
で
排
出
す
る
場
合
は
、

）
か
ら
排
出
さ
れ
る
ふ
ん
尿
又
は
船
舶
内
に
あ
る
診
療
室
そ

こ
の
限
り
で
な
い
。

の
他
の
医
療
が
行
わ
れ
る
設
備
内
に
お
い
て
生
ず
る
汚
水
（

ロ

当
該
船
舶
の
航
行
中
（
対
水
速
度
四

以
下
単
に
「
汚
水
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
国
土
交
通
省

ノ
ッ
ト
以
上
の
速
度
で
航
行
す
る
場
合

令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
ふ
ん
尿
等
排
出
防

を
い
う
。
）
に
排
出
す
る
こ
と
。

止
設
備
の
う
ち
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
装
置
（
次
号
並
び

に
第
二
号
の
表
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に

お
い
て
「
ふ
ん
尿
等
排
出
防
止
装
置
」
と
い
う
。
）
に
よ
り

処
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の

二

国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
か
ら
排
出
さ
れ
る
ふ
ん
尿
又

全
て
の
国
の
領
海
の
基
線
か
ら
そ
の
外
側
三
海

前
号
下
欄
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
排
出
方
法

は
汚
水
で
あ
つ
て
、
ふ
ん
尿
等
排
出
防
止
装
置
に
よ
り
処
理

里
の
線
を
超
え
る
海
域

に
よ
り
排
出
す
る
こ
と
。

さ
れ
た
も
の
（
ふ
ん
尿
等
排
出
防
止
装
置
の
う
ち
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
装
置
に
よ
り
浄
化
す
る
こ
と
に
よ
り
処
理
さ

れ
た
も
の
を
除
く
。
）

三

国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
船
舶
（
最
大
搭
載
人
員
百
人
以

特
定
沿
岸
海
域

イ

粉
砕
し
て
排
出
す
る
こ
と
。

上
の
も
の
に
限
る
。
）
か
ら
排
出
さ
れ
る
ふ
ん
尿
で
あ
つ

ロ

海
面
下
に
排
出
す
る
こ
と
。
た
だ

て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る

し
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
排
出
率

ふ
ん
尿
等
排
出
防
止
設
備
の
う
ち
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

以
下
の
排
出
率
で
排
出
す
る
場
合
は
、

装
置
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の

こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ

当
該
船
舶
の
航
行
中
（
対
水
速
度
三
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ノ
ッ
ト
以
上
の
速
度
で
航
行
す
る
場
合
を

い
う
。
別
表
第
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

排
出
す
る
こ
と
。

特
定
沿
岸
海
域
以
外
の
海
域

排
出
方
法
は
、
限
定
し
な
い
。

二

南
極
海
域
及
び
北
極
海
域
に
お
け
る
排
出

（
略
）

備
考一

こ
の
表
に
お
い
て
「
南
極
海
域
」
と
は
、
別
表
第
一
の
五
に
掲
げ
る
南
極
海
域
を
い
う
。

二

こ
の
表
に
お
い
て
「
北
極
海
域
」
と
は
、
別
表
第
一
の
五
に
掲
げ
る
北
極
海
域
を
い
う
。

三

こ
の
表
に
お
い
て
「
特
定
沿
岸
海
域
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
海
域
を
い
う
。

イ

港
則
法
に
基
づ
く
港
の
区
域

ロ

海
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
海
岸
の
低
潮
線
（
港
則
法
に
基
づ
く
港
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
境
界
）
か
ら
一
万
メ
ー
ト
ル
以
内
の
海
域

ハ

愛
知
県
伊
良
湖
岬
灯
台
か
ら
三
重
県
大
王
埼
灯
台
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域

ニ

和
歌
山
県
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
か
ら
徳
島
県
伊
島
灯
台
を
経
て
蒲
生
田
岬
灯
台
ま
で
引
い
た
線
、
山
口
県
網
代
鼻
か
ら
福
岡
県
八
幡
岬
ま
で
引
い
た
線
、
愛
媛

県
佐
田
岬
灯
台
か
ら
大
分
県
関
埼
灯
台
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域

別
表
第
三
（
第
四
条
の
二
関
係
）

（
略
）

備
考一

～
十

（
略
）

十
一

こ
の
表
に
お
い
て
「
特
定
沿
岸
海
域
」
と
は
、
別
表
第
二
備
考
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
沿
岸
海
域
を
い
う
。


